コーディングの手順

１．原子核反応データ研究開発センタ－ (JCPRG)　採録分担表（アドレス：http://www.jcprg.org/buntan/buntan.html）から、未コーディングの論文を探す。

２．担当したい（コーディングしたい）論文を選ぶ。fox242にwebmasterのIDで接続し、buntanフォルダにあるbuntan.dat（buntan/buntan.dat）の担当する論文の採録担当者欄に、自分の名前を記入する。その後、採録履歴記録メーリングリストのメールアドレスに、メールタイトルに担当するD番号を記入し、担当する事を通知する。

採録履歴記録メーリングリストのメールアドレスは、stock@jcprg.org。
３．コーディングは、論文（担当する論文の雑誌・巻号の欄をクリックするとPDF版の論文が表示される）の内容を、Hendelを用いて簡潔に記述する。

４．Hendelに選択肢が表示されず、かつ選択肢を追加することが好ましい場合、その内容を記述できる新規コードを考案する。コーディング作業を続けるために、Hendelの辞書へ考案したコードの登録を辞書担当者に依頼する。

a. 考案したコードを、辞書作業部会にて、新規コードとして提案する。

b. aで承認を受けた場合、管理運営委員会にて、新規コードの最終承認を受ける。

c  I新規コードの承認を受けた場合、辞書担当者に新規コードのHPに承認された旨を記載してもらう。

II aもしくはbにて新規コード提案を却下された場合、暫定的にコーディングした新規コードの箇所を却下された提案コードを使わない形に修正する。

５．コーディングが一通りできたらCHEXをかけてみる。CHEXのエラー出力を見て、エラーがなくなるようにコーディングを修正する。（CHEXについては、EXFORファイル送信マニュアルを参照）

６．コーディング完了を、採録履歴記録メーリングリストを用いて通知する。

７．チェック担当者とコーディング内容について、意見が収束するまで議論する。（これについては、チェックの手順を参照）

８．チェック担当者との議論収束後、チェック完了のメールを、メーリングリストを用いて通知する。

附録　Hendelの辞書への新規コード登録マニュアル

　上記4で行なわれる作業のマニュアルです。

１．提案されたコードを新規・修正コードのHPに記載する。fox242にwebmasterのIDで接続し、/home/webmaster/ntx-wgフォルダにあるnewcode.dat（/home/webmaster/ntx-wg/newcode.dat）に提案されたコードについて記入する。

２．Hendelの辞書に提案されたコードを登録する。fox242にwebmasterのIDで接続し、/home/webmaster/hendel/dicフォルダにある

· nrdfhd.dic　[Type Hの辞書]

· nrdf03.dic  nrdf06.dic  nrdf07.dic　[Type-Class V-3, 6, 7の辞書]

· nrdf081.dic nrdf082.dic nrdf083.dic nrdf084.dic　

[Type-Class V-8.1, 8.2, 8.3の辞書]

· nrdf13.dic  nrdf14.dic　[Type-Class V-13, 14の辞書]

のなかから、該当する辞書に提案されたコードの情報

Code [コード]

Expansion [コードの意味]

Class [コードが属する類]

Type [コードが属する型]

Date [コードを登録した年月日]

Base [基礎単位]

Rate [基礎単位からの比率]

を記入する。

３．Hendelの辞書に提案されたコードが登録された事を、コーディング担当者へ通知する。

４．コーディング担当者は、コーディング中のData0Aあるいは0Bのうち関連する方を開き、何もせず保存する。この作業をすることで、新しく登録されたコードをセレクターに加える。

